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受講のてびき
• 本資料は作成者の解釈が含まれます, 答えのない議論があります 

• 前半で1テーマの紹介, 後半でテーマを深める議論を行います 

• 前期と後期がリンクしています. 予習復習の参考にしてください
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前期 A11 
◯◯のメディア論

後期 A25 
◯◯のメディア実装論



本日のテーマ

‣ 地域の精神性を表現に活かす
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前期概要

‣ 東西の思想が行き交う日本という地域 

‣ 区別と合一, 折衷と連携（前回内容とも関連） 

‣ メディア学は場における有機的な合一を目的とすると言える
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ローカライズ
‣ メディアの場における 区別/合一, 折衷/連携 の推進 

‣ 場の交流や表現出力を励起するには共通要素が求められる 
‣ 共通要素 = 場の地域性の反映
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構成員のステイタス 年齢・経験・専門性

構成員のバックボーン 宗教・思想・精神性・感性・美意識

伝達の手段 言語・非言語・コンテクスト

地域の状況 政治・経済・社会情勢



マルチメジャーとローカライズ
‣ マルチメジャーの重要な役割 → 場に適合した知識の選択と提示 

‣ 地域性・文化性から, メディアの場の活性化を模索 

‣ 例1. 文化性を付与したメッセージングの工夫 

‣ 例2. 文化的, 歴史的, 宗教的タブーを回避した表現の工夫 

‣ マルチメジャーの強みはメッセージングの手札の数 

‣ ローカライズされたメッセージはメディアサイクルの好循環へ
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まとめ

‣ メディアの場の交流における折衷と合一の試み 

‣ 場の地域性を考慮することで, メディア・サイクルをなめらかにする 

‣ ローカライズ 

‣ 場の地域性を反映する 

‣ 場の構成員, バックボーン, 伝達の手段, 周辺状況の考慮 

‣ マルチメジャーを持つと柔軟なローカライズ対応ができる
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本日の議論・考察一助

a. ローカライズとアクセシビリティの関係を考えてみたい 

b. 複数の文化圏が共存する場での, メディア化の勘所はなんであろうか 

c. 具体的な地域例と,ローカライズの実践を議論
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次回予定

美とメディア実装1 
「ビューティフルデザイン」情動に訴える 
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